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進化を続け、住まいを通じて
小さな幸せを全力で実現する

　
鳥
取
市
に
本
社
を
置
く
《
ヤ
マ
タ
グ

ル
ー
プ
》
は
、「
小
さ
な
幸
せ
を
集
め
る
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
鳥
取
で
暮
ら
す
全
て

の
人
が
、
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
、
多
角
的
に
事
業
を
拡
大

し
て
き
た
。
創
業
は
1
9
7
1
年
。
住
宅

修
繕
事
業
か
ら
発
展
し
、
現
在
、
グ
ル
ー

プ
は
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
、
異
な
る
5
つ
の
企
業
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
住
宅
・
不
動
産
事
業
の
《
株
式
会
社
ヤ

マ
タ
ホ
ー
ム
》
は
《
ク
ロ
ー
バ
ー
住
工
房
》

や
《
sソ
ウ

ル

ア

ク

ト

o
u
l
a
c
t
》
な
ど
の
住
宅
ブ

ラ
ン
ド
の
ほ
か
、
不
動
産
仲
介
を
専
門
と

す
る
《
や
ま
た
不
動
産
L
a
b
o
》
な
ど

を
展
開
。
そ
し
て
《
株
式
会
社
モ
ア
・
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
》
は
カ
フ
ェ
兼
雑
貨
・
家
具
販

売
の
《
mモo
c
コo
l ラ
イ

フ

i
f
e
sス
タ

イ

ル

t
y
l
e

sス
ト

ア

t
o
r
e
》
を
運
営
し
、《
株
式
会
社
ヤ

マ
タ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
》
は
住
宅
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
生
活
全
般
の
サ
ー
ビ
ス
を
扱

う
《
な
ん
で
も
や
ま
た
》
を
運
営
す
る
。

さ
ら
に
《
有
限
会
社
コ
ナ
ン
住
建
》
を
子

会
社
に
迎
え
施
工
力
を
確
保
、
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
の
《
ヤ
マ
タ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
》
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ

会
社
を
統
括
し
、
円
滑
な
組
織
運
営
を
行

う
の
が
《
ヤ
マ
タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社
》
だ
。

　
創
業
者
で
あ
る
父
、
山
田
建
雄
氏
か
ら

会
社
を
受
け
継
ぎ
、
ヤ
マ
タ
グ
ル
ー
プ
の

急
成
長
を
導
い
た
ヤ
マ
タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
代
表
取
締
役
の
山
田
雄
作
氏
は
次
の

よ
う
に
語
る
。「
私
自
身
が
若
い
時
に
お

客
様
の
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
ず
後
悔
し
た

経
験
か
ら
、『
家
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何

で
も
応
え
ら
れ
る
会
社
に
し
た
い
』
と
事

業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
一
人
で
は

全
て
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
無
理
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
員
が
得
意
分
野
を
生
か
し

て
、
鳥
取
に
暮
ら
す
人
々
の
住
ま
い
や
暮

ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

組
織
が
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
グ
ル
ー
プ

会
社
や
社
員
を
つ
な
ぐ
求
心
力
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
が
、
同
社
が
掲
げ
る

ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
常
の
中
に
あ
る
些
細
な

幸
せ
を
た
く
さ
ん
集
め
る
」、
ビ
ジ
ョ
ン

「
鳥
取
で
一
番
、
鳥
取
の
人
々
を
幸
せ
に

す
る
」、
バ
リ
ュ
ー
「
人
を
幸
せ
に
す
る

こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
幸
せ
に
つ
な
げ

る
」
の
共
通
認
識
だ
。
2
0
2
3
年
度
か

ら
は
経
営
計
画
手
帳
を
導
入
し
て
、
こ
れ

ら
の
共
通
認
識
の
浸
透
や
、
社
員
と
し
て

の
あ
り
方
な
ど
を
示
し
て
い
く
。グループの躍進を導

いてきた山田雄作
代表取締役社長

お
客
様
の
声
に

何
で
も
応
え
る
た
め
に

飛
躍
的
に
事
業
を
拡
大
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ヤマタグループ

　2022年4月に設立された新部署《経営支援》

は、山田雄作代表の直属部署であり、前田香織

事務長のほか財務2名、経理3名で構成され

る。グループの拡大によって急増した雄作氏の

実務の負担を軽減し、経営に傾ける時間を確保

する目的で設立された、いわば秘書室のような

部署だ。日程調整や情報整理といった代表業務

のサポートのほか、各部署の責任者との間に

入ってさまざまな調整を行う。「わかりやすく

言うと、代表が思い描く構想を実現するための

サポート部隊。事業展開にあたっての資金計画

や銀行対応も含まれます」と前田事務長は説明

する。これまで雄作氏が担っていた業務のう

ち、各部署の経営状況は財務が管理するように

し、他にも委譲できる業務は経営支援や各部署

への委譲を進めている。その他、情報を見える

化して部署間での共有を進めるなど幅広い業務

を担い、代表の時間確保に努めている。

経営支援事務長の前田香織さんは、20年前に入
社。当時の社員数は10数名だった。現場にも詳
しく、会社の急成長を支えてきた一人だ

　《経営計画手帳》とは売り上げ目標や店舗情

報、企業理念やルール、福利厚生などを集約した

手帳のことだ。2022年に総務・HRユニットの宮

谷由佳マネージャーら約10名のスタッフが集まり

《経営計画手帳プロジェクト》が発足。2023年4

月の経営方針発表会での配布を目指し、構成や

編集、デザインなど印刷以外の部分を自分たちの

手で進めている。「会社の規模が拡大し、社員数

も100名を超えました。社員全員の共通認識を持

つことと、社員が活用できる福利厚生や新しい制

度を全社員に行き渡らせる方法として、いつでも

誰でも確認できるように経営計画手帳の導入が

決定しました」と宮谷さんは経緯を語る。手帳は毎

年更新され、初年度は160ページの3部構成。 

1部は毎年更新される内容、2部は企業理念など

変更が生じないもの、3部に制度やルールをまと

めた。内容を厳選し、見やすさにも考慮して社員

への周知を目指す。

ショールームには各メーカーの水回り設備が一同に展示さ
れており、一つ一つを確認して購入することができる

店舗の運営について、アットホームな雰囲気の中でそれぞ
れのスタッフの立場からアイデアを出し合う

ス
タ
ッ
フ
は
10
名
。
う
ち
3
名
は
工
務
ス

タ
ッ
フ
で
、
店
舗
内
に
併
設
す
る
《
な
ん

で
も
や
ま
た
》
と
も
連
携
し
、
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
住
宅
改
修
に
対
応
す
る
。「
営
業

や
接
客
な
ど
、
職
種
に
か
か
わ
ら
ず
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
高
め
、
鳥
取
で
一
番
の
リ

フ
ォ
ー
ム
会
社
を
目
指
し
た
い
で
す
」
と

語
る
の
は
責
任
者
の
竹
村
功
さ
ん
だ
。

竹
村
さ
ん
は
20
代
か
ら
国
内
最
大
手
ア

パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
で
活
躍
し
、
40
代
で

3
0
0
0
名
の
部
下
を
ま
と
め
上
げ
る

な
ど
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。
鳥
取
で

生
ま
れ
、
3
歳
ま
で
過
ご
し
た
が
、
当
時

の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。「
自
分
が
生

ま
れ
た
故
郷
で
、
何
も
し
て
い
な
い
と
い

う
思
い
に
駆
ら
れ
て
鳥
取
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。『
鳥
取
で
一
番
、
鳥
取
の
人
々
を

幸
せ
に
す
る
』
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
考
え

に
強
く
共
感
し
て
い
ま
す
」
と
言
葉
に
熱

が
こ
も
る
。
大
勢
の
部
下
を
率
い
た
経

験
は
、
何
よ
り
の
財
産
だ
。「
当
時
、
任

さ
れ
る
仕
事
が
増
え
る
ほ
ど
感
じ
た
の

は
、
仕
事
は
一
人
で
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
。
こ
の
お
店
も
、
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な

で
意
見
を
出
し
合
っ
て
つ
く
り
上
げ
て

い
き
ま
す
」
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重
要

性
を
語
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
、
西
川
育
子
さ
ん

（
接
客
・
事
務
担
当
）
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
内
装
や

展
示
に
女
性
目
線
を
生
か
し
た
。「
住
ま

い
の
中
心
に
あ
る
の
は
女
性
。
シ
ョ
ー

　
顧
客
の
声
に
応
え
、
常
に
挑
戦
を
続
け

る
ヤ
マ
タ
グ
ル
ー
プ
だ
が
、
2
0
2
2
年

秋
に
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
本
格
参

入
を
果
た
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
ヤ
マ
タ
ブ

ラ
ン
ド
の
住
宅
を
購
入
し
た
既
存
客
の
ア

フ
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
た
が
、
ス

タ
ッ
フ
や
施
工
体
制
を
整
え
、
鳥
取
市
内

の
国
道
9
号
線
沿
い
に
約
1
0
0
坪
の
売

り
場
面
積
を
誇
る
リ
フ
ォ
ー
ム
&
増
改
築

の
専
門
店
《
ヤ
マ
タ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
》
を

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
。
雄
作
氏
は
「
わ
れ

わ
れ
の
強
み
は
住
宅
事
業
で
培
っ
た
技
術

力
や
、
メ
ー
カ
ー
と
の
交
渉
力
、
そ
し
て

自
社
施
工
体
制
で
す
。
既
存
、
新
規
を
問

わ
ず
、
ど
の
お
客
様
に
と
っ
て
も
魅
力
あ

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
お
客
様
に
選
ば

れ
る
会
社
を
目
指
し
ま
す
」
と
意
気
込
む
。

ヤ
マ
タ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

プロジェクトを中心となって進める宮谷由佳マネー
ジャー。「働きやすい制度も充実しているので、ぜ
ひ活用して」と手帳の意義を話す

ル
ー
ム
に
展
示
す
る
設
備
や
イ
ン
テ
リ
ア

に
関
し
て
、
多
く
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

も
ら
え
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、

キ
ッ
チ
ン
や
浴
槽
な
ど
の
水
回
り
設
備
は

各
メ
ー
カ
ー
か
ら
一
同
に
取
り
寄
せ
、
充

実
の
品
ぞ
ろ
え
を
実
現
。
ト
イ
レ
は
3
つ

あ
り
、
実
際
に
使
用
し
て
使
い
心
地
も

確
認
で
き
る
。「
新
事
業
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ス
タ
ッ
フ
を
任
さ
れ
、
準
備
は
大
変
で

す
が
、
自
分
の
知
識
が
ど
ん
ど
ん
広
が
る

こ
と
が
楽
し
い
で
す
」
と
生
き
生
き
と
語

る
。
竹
村
さ
ん
も
ま
た
、「
新
築
だ
け
で

は
な
く
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
も
や
っ
ぱ
り
ヤ

マ
タ
だ
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
会

社
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め

に
は
一
人
ひ
と
り
の
お
客
様
に
確
実
に
満

足
を
届
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
す
」
と
新
事
業
へ
の
想
い
を
語
っ
て
く

れ
た
。

　グループの拡大によって、店舗数や社員数が

急激に増えたことに加え、コロナ禍でこれまで開

催されていた研修旅行が見直されたことを受け

て、部署の垣根を越えた交流を図ろうと社内委

員会 《親睦会》 が2022年に発足した。親睦会

への参加は任意だが、現在は約100名の社員が

参加。各部署から選出された役員は、月に1～2

回の委員会を開き、第１回目の親睦会の内容を

検討してきた。その結果、例年、研修旅行を実

施していた11月に業務の一環として開催するこ

とを決定。過去に開催されたミニ運動会が好評

だったことや、ヤマタスポーツパークの施設を年

1回使用できる権利を活用しようと、スポーツ大

会とし、 種目はどの世代も参加しやすいドッジ

ボールを含め、4競技行った。「離れた店舗にな

ると顔を合わせる機会も少ないので、親睦会を通

じて部署を超えて汗を流して交流し、良い雰囲

気づくりになれば」と栂尾守是会長は期待する。

親睦会の第１回目のイベントとして、ヤマタスポ
ーツパークにある鳥取県民体育館を使ってスポー
ツ大会が開かれた。グループから多くの社員が参
加して汗を流し、互いに交流を深めた

新築だけでなく“リフォームもヤマタ”へ

会社のルールや制度を毎年度周知

代表の構想を形にするためのサポート部隊

部署の垣根を越えた交流を機会づくり

誰もが気持ち良く円滑に働ける環境づくり

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
へ
本
格
参
入

072073



資料請求

創　業　昭和46（1971）年4月
代表者　グループ代表　山田 雄作
社員数　120名（男64名　女56名）
〒680-0911
鳥取県鳥取市千代水2丁目130番地
TEL／0857-30-0006
https://yamata.co.jp
◦ヤマタホールディングス株式会社
　とっとり転職の相談窓口
◦株式会社ヤマタホーム
　クローバー住工房鳥取店・倉吉店・米子店
　soulact、HOME&BASE
　不動産相続の相談窓口
　とっとり賃貸サービス、Ain asset assist
　やまた不動産Labo
　ハウスドゥ 家・不動産買取専門店
◦株式会社モア・コンフォート
　moco lifestyle store
◦株式会社ヤマタライフサポート
　なんでもやまた
　ヤマタのリフォーム
　とっとり空き家.com 
◦有限会社コナン住建

こ
と
で
、
考
え
方
や
行
動
は
変
わ
り
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
が
拡
大
す
る
中
で
、
リ
ー

ダ
ー
の
視
点
を
持
て
る
人
材
を
育
て
て
い

き
た
い
で
す
」
と
、
人
材
育
成
に
注
力
。

内
定
者
研
修
に
は
じ
ま
り
、
若
手
社
員
が

企
画
か
ら
運
営
ま
で
実
践
形
式
で
行
う

《
Y
G
C
（
ヤ
マ
タ
グ
ロ
ー
キ
ャ
ン
プ
）》

な
ど
、
経
験
や
段
階
に
応
じ
て
研
修
を
行

い
、
大
切
に
育
て
て
い
る
。

　
ま
た
、
雄
作
氏
は
県
内
全
域
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
拡
大
と
い
う
目
標
の
さ
ら
に
先
も

見
据
え
て
い
る
。「
鳥
取
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
に
、
そ
ろ
そ
ろ
県
外
に
向
け
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
視
野
に
入
れ
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
具
体
的
な
内
容
は
ま

だ
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
外
に
サ
ー
ビ

ス
を
拡
大
す
る
こ
と
で
資
金
力
を
高
め
、

鳥
取
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ら
れ
る
企
業

で
あ
り
た
い
で
す
ね
」
と
、
穏
や
か
な
口

調
の
中
に
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
た
。

陸
上
や
野
球
な
ど
の
各
種
競
技
や
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
よ
っ
て
《
ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
》
の
愛
称
は
広
く
知
ら
れ
、
多
方

面
か
ら
反
響
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
社
員
の
誇
り
も
生
ま
れ
た
。
以
前
よ
り

も
S
D
G
s
や
地
域
貢
献
な
ど
に
積
極
的

に
か
か
わ
る
姿
勢
が
見
ら
れ
、
社
員
の
意

識
に
も
変
化
を
与
え
て
い
る
。

　
知
名
度
の
ア
ッ
プ
は
よ
り
広
範
囲
の
学

生
が
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
、
人

材
獲
得
の
面
で
も
良
い
影
響
を
も
た
ら
し

た
。「
私
た
ち
が
求
め
る
の
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
ン
グ
な
人
。
人
は
自
分
で
想
像
で
き
る

範
囲
で
し
か
行
動
で
き
ま
せ
ん
。
枠
を
つ

く
ら
ず
、
広
い
範
囲
に
目
を
向
け
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
話
す
雄
作
氏
は
、
普
段
か

ら
「
高
い
視
座
を
持
つ
こ
と
」
を
社
員
に

呼
び
掛
け
て
い
る
。「
店
長
、
あ
る
い
は

経
営
者
の
視
点
か
ら
も
の
ご
と
を
見
渡
す

 会社の有志で親睦会の委員が構
成され、毎月内容について話し合
った。事業が多角化し、エリアも
広がる中、多くの社員がスポーツ
を通じて交流を深めた  新入社
員と2年目の社員が企画から実行
まで自分たちで行うYGC（ヤマタ
グローキャンプ）。今年は旧市役所
前に所有するビルで1日限定のデ
パートを計画している  不動産分
野の新規事業としてスタートした

《やまた不動産Labo》は不動産売
買に特化。ゆったりとしたカフェ
空間で物件探しができる

公式サイトは
こちら

求める人材像

建設業・不動産業・サービス業・
べんり業・人材紹介業

◦注文住宅/リフォーム工事
◦不動産の売買・開発・建築・賃貸
◦カフェ・インテリアショップ
◦ハウスクリーニング・メンテナンス
◦新建材販売

ヤマタグループ

業種

事業
内容

お客様の幸せを自分事のように喜べる方や、失敗
を恐れずにチャレンジできる方。
また、I・J・Uターンで鳥取を選んでプライベートも 
充実させたいと考えている方。
どの職業に就いていいかまだ迷っている学生の方。
ぜひ、お待ちしています！

資料請求・お問い合わせ先

0857-30-0006

recruit@yamata.co.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

インターンシップ

会社見学

ヤマタグループ

2 3

1

　
ヤ
マ
タ
グ
ル
ー
プ
の
2
0
2
2
年
度
の

テ
ー
マ
は
「
飛
躍
」
だ
。「
グ
ル
ー
プ
人

員
1
0
0
名
突
破
」
と
「
グ
ル
ー
プ
売
上

30
億
円
」
の
両
軸
で
さ
ら
な
る
成
長
を
目

指
し
、
不
動
産
部
門
で
は
買
取
専
門
事
業

も
ス
タ
ー
ト
。
円
滑
な
組
織
運
営
の
た
め

に
、
経
営
陣
と
グ
ル
ー
プ
企
業
を
つ
な
ぐ

部
署
の
《
経
営
支
援
》
も
立
ち
上
げ
た
。

そ
の
上
で
、
今
後
の
目
標
は
現
在
展
開
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
県
内
全
域
に
拡
大
す
る
こ

と
だ
。
こ
れ
ま
で
鳥
取
県
東
・
中
部
を
中

心
に
展
開
し
て
き
た
が
、
2
0
2
1
年
の

ク
ロ
ー
バ
ー
住
工
房
の
西
部
進
出
を
足
掛

か
り
に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
や
不
動
産
事

業
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
の
勢
い
を
後
押
し
す
る
の
が
、
鳥
取

県
立
布
勢
総
合
運
動
公
園
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
取
得
に
よ
る
認
知
度
の
向
上
だ
。

地域の笑顔のために働きたい

ヤマタのリフォーム／営業

春本 真那さん（26歳）

大学で土木や建築を学び、この業界に。先輩方は明
るく優しくて、部署関係なく声をかけてもらい強い
チームワークを感じます。すべての先輩社員を目標
に、鳥取の人たちの笑顔のために活躍したいです。

各部署のDX化を推進

ヤマタホールディングス／DX推進ユニット

垣本 拓夢さん（20歳）

岡山県のIT系専門学校に在学中、DX推進ユニット
を知り入社。建築の専門用語がわからないため、難
しさも感じつつ、自分の仕事も含めて各部署のさま
ざまな業務のDX化、効率化を図っています。

明るい雰囲気が魅力

クローバー住工房鳥取店／営業

會見 宗一郎さん（21歳）

大阪の建築系専門学校で学び、就職説明会はオンラ
イン参加。雰囲気が明るく、自分に合っていると感
じました。研修を経て現在の部署に配属され、先輩
の接客対応から日々勉強させてもらっています。

トライ&エラーで挑戦中

クローバー住工房米子店／営業

西山 萌菜さん（23歳）

建築や住宅の知識が少しずつ身に付いていることが
今のやりがい。ミスをした際に「失敗も学び。みん
なでサポートするからトライ＆エラーで頑張ろう」
と店長に励まされ、前向きに挑戦しています。

周囲からの言葉がやりがい

You are the next

クローバー住工房米子店／アシスタント

福田 さくらさん（22歳）

本社での2ヵ月の研修を経て米子店に配属。仕事は
接客や契約書の作成、顧客管理など幅広いです。社
員の皆さんは「ありがとう」といつも言ってくれま
すし、お客様に覚えてもらえるとうれしいです。

現場監督としての成長を実感

ヤマタホーム／技術部工務

横山 潤平さん（26歳）

祖父が大工で建築に興味を持ち、今は新築住宅の現
場監督です。任される仕事が徐々に増え、成長を実
感します。できることを増やし、先輩のような雰囲
気の良い現場づくりができるようになりたいです。

頼られるアシスタントが目標

クローバー住工房鳥取店／アシスタント

濱田 理緒さん（23歳）

2ヵ月間の新人研修は、住宅の知識や社会人として
の基礎を学べただけでなく、同期との仲間意識も芽
生えました。今は憧れている先輩アシスタントのよ
うに、誰からも頼られる存在を目指しています。

きっかけはインターンシップ

クローバー住工房鳥取店／営業

島﨑 彩羽さん（21歳）

高校生の時に当社のインターンシップを経験し、家
づくりに興味を持つように。今は住宅の専門知識な
ど覚えることが沢山ありますが、先輩社員が気さく
に声をかけてくださるので相談しやすいです。

未来を担う新入社員たち

飛
躍
の
先
に
見
据
え
る
未
来

074075


